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2000年

く８月＞

１日、ジャッキ．スミス学校水準担当政務次官は教員組合の一つであるＰＡＴに対し、校長の児

童牛徒を排除する権限を強化すると語る。２日、ブラックストーン教育雇用閣外相はデヴィッド・

シャーロックを成人学習視学団ＡＬエの首席視学官に任命することを発表した。９日、スミスは中

等学校での学習に備えるリテラシーおよびニユメラシー夏季学校が1,800校、英才夏季学校が

500校と記録的に増加したと発表した。２３日、エステル・モリス学校水準担当閣外相はＧＣＳＥお

よびＧＮＶＱの第１部試験の結果について受験生たちに祝意を述べた。３１日、マルコム・ウィック

ス生涯学習担当政務次官はニュー・ディールが失業中の若者たちの就職援助に成功しつづけている

と発表した。モリスは教育費のもっと多くの部分が学校に直接交付されることが望ましいと発言し

た。

＜９月＞

１日、モリスはグラマー・スクールをめぐる投票に関する法律（学校水準・大綱法）への改正要

求を拒否した。また下院の教育・雇用委員会が教育事業における私的部門の役割の重要性を認めた

ことを歓迎した。７日、モリスは１４か所の新しい小規模な教育改善行動地域ＥＡＺの指定を発表し

た。１２日、ブレア首相、ブランケット教育雇用大臣は親たちが教育における水準の引き上げに重要

な役割を有していると言明した。１５日、ブランケットは最初の３つのシティ・アカデミーの設置場

所を発表した。１９日、スミスは学校における親理事の全国的なネットワークが教育における親の全

国的な発言の場となるであろうと述べた。２０日、ブランケットはキー・ステージ・テストの結果イ

ンナー・シティーの学校における基礎学力が相当に改善されてきたことがわかったと述べた。また

ニュー・デイールの成功の上に、完全雇用への政策を追求すると語った。２６日、ブレアはスペシャ

リスト・スクールのために2800万ポンドの新たな支出を行い、2004年９月までにその数を

1,000校にするという目標を発表した。また中等教育におけるエＣＴ推進のための１０億ポンドの支

出を明らかにした。２７日、ブランケットは2004年９月までにあらゆる３歳児が親が望む場合は無

償の幼児教育を受けられるようにすると発言した。また基礎的なリテラシー／ニユメラシーをもた

ない成人の教育のために１億５千万ポンドを支出することを発表した。

く１０月＞

４日、マイクル・ウィルズ学習・技術担当政務次官は新しいテクノロジーが７－１１歳の児童の成

績の改善に役立つことが明らかになったと述べた。教育水準局ＯＦＳＴＥＤは薬物教育についての
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報告書を発表、多くの学校が一貫した教育方針をもっていると評価した。５日、モリスは合衆国

と英国の学者たちに最もよい成績を上げている学校と最悪の学校の間の教育上のギャップはあまり

にも大きく、両国の最善の実践の交流によって解決を図る必要があると強調した。Ｅメール・アド

レスをもつ教師たちが１９万人に達し、中等学校では過半数になったとモリスが発表した。６日、

ＯＦＳＴＥＤは学校財政をめぐる新しいガイダンスを発表した。またＡＬＩとの間で１６歳以降の教

育（高等教育と職業訓練を除く）をめぐる共通の視察枠組みについての協議に着手した。ブランケッ

トはブラッドフォードのムスリム学校を公的部門として承認する意向を明らかにした。ブラックス

トーンは全国学習目標年次報告書の発行を歓迎した。９日、マーガレット・ホッジ雇用・機会均等

担当政務次官は2004年までに１６０万人の子どもたちを保育できるよう定員を拡大すると発表した。

１２日、ハリンケーとミドルズブラに２校のシティ・アカデミーが設置されることが発表された。ブ

ラックストーンはＧＣＳＥを好成績で取得する生徒が全体の半数近くに達し、取得せずに学校を去

るものの数が減少していると発表した。１６日、ブランケットは中等教育を現代化し、水準を押し上

げるために「都市における卓越性」への資金提供を発表した。また学習技能評識会の全国評議会の

メンバーを発表した。１７日、ＯＦＳＴＥＤは任意制の青年組織が青年たちの生活を充実させている

との報告書を発表、教育雇用省ＤｆＥＥもこれを歓迎した。１９日、ブランケットとストロー内務大

臣は無断欠席に対する支出の増加を受けて、全国的な取り締まりの強化を発表した。２０日、ブラン

ケットは教師に対する業績給が軌道に乗ったと発表した。２３日、ブランケットはイングランドの

１６のパートナーシップが青年を対象とする生活支援の取組であるコネクションズによる資金提供を

受けるだろうと発表した。２５日、ホツジは保育学校サービスを後押しするための７百万ポンドを発

表した。２６日、モリスは教室で教師たちを支援するための資金援助を発表した。２７日、

ＯＦＳＴＥＤはエスニツク・グループの間で教育における水準の上昇についてのむらが見られると

いう委託研究の成果を発表した。

＜１１月＞

１日、ブランケットは政府の学級規模についての公約が達成間近であると発表した。ウィルズは

教室へのＩＣＴの貢献を示す証拠を歓迎する。ブラックストーンは継続教育の水準に対する後押し

を発表する。２日、首席勅任視学官ＨＭＣＩであるクリス．ウッドヘッドの辞職の意向と、彼のこ

れまでの貢献に対するブランケットの謝意が明らかにされた。ウッドヘッドは２００１年２月末まで

の在任の意向であったが、１１月末までの在任となった。モリスは２つのＬＥＡの間の革新的なパー

トナーシップを歓迎した。６日、ウィックスは教育学研究が責任のあるものであるべきだと強調す

る。７日、ブランケットは薬物教育プログラムへの支出を増加させると発表した。ホッジは早期の

発達と保育のパートナーシップの支援のために専門家を募集していると述べた。８日、学校建築の

修繕と更新のための施設費が次年度の予算の重要な要求項目になると発表された。ブランケットは

子育て中の離婚した片方の親のための新しい職と支援の拡大を援助する計画を歓迎した。全国Ｅ－

学習財団への５百万ポンドの資金提供は子どもたちへのラップトップの供給に役立つだろう。学習．
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技能評議会への１０億ポンドの後押し。９日、ジプシー・トラヴェラーの児童生徒の教育水準引き上

げを目指す教育事業が発表される。１５日、子どもたちが貧困から抜け出すのを援助する４億５千万

ポンドの投入が発表された。１６日、中等教育の水準の引き上げのためＬＥＡに対し8200万ポンド

が交付される。ブランケットは新しいＨＭＣＩとして暫定的にマイク・トムリンソンを内部昇格さ

せることを発表した。中等教育に関するリーグ・テーブルによるとく都市における卓越性＞指定地

域の学校とスペシャリスト・スクールの水準の向上が平均を上回っていることが明らかになった。

ブランケットは2003-04年度までに高等教育への約１０億ポンドの資金提供を発表した。また地方

のコミュニティーのリニユーアルには住民の生涯学習によるスキルの開発が重要であると述べた。

１７日、ウイリスは全国学習網ＮＧＦＬの将来の発展のための研究が行われることを発表した。スミ

スは学校理事団体の義務と責任に対する協議に着手した。モリスは８年間で初めて教員養成への応

募が増加し、2000人以上が希望していると述べた。２４日、スミスは貧しい児童生徒に対する取り

組みにあっては、ＬＥＡが多部局にわたるアプローチを採用することが重要であると述べた。２８日、

ＯＦＳＴＥＤは全国リテラシーおよびニュメラシー戦略は政府の目標を射程範囲にとらえたと発表

する。このうち読み方については「変容」が認められたものの、書き方についてはまだ改善の余地

があるとの評価を受けて、ブランケットは書き方の教育推進のためのビーコン・スクールの指定を

発表した。ブランケットは農村部の小規模な学校はコミュニティーの心臓であり、政府の働きかけ

によってその閉鎖が減少していると述べた。３０日、モリスは34校の芸術およびスポーツを強調す

るスペシャリスト・スクールの指定を発表した。

く１２月＞

１日、新しいＨＭＣＩに１年間の任期でトムリンソンが就任した。ＯＦＳＴＥＤはリヴアプール

の教育当局の事業が大幅に改善されたという報告書を公表、モリスもこれを歓迎した。モリスはま

たフレッシュ・スタート学校に対するより厳しい規則の詳細を明らかにした。ブランケットは常習

性の無断欠席者の親に対する罰則を強化すると述べた。６日、国会の開会に当たって女王による演

説が行われた。施策の重点は犯罪の防止と保健に置かれているが、住宅問題と教育をめぐっても重

要な法案が予告された。特別の教育的ニーズと障害をめぐる法案についての発表をブランケットは

歓迎した。７日、ブランケットはＮＬＳおよびＮＮＳの結果として初等学校の成績一覧表に水準の

改善が示されたことについて関係方面に祝意を述べた。またモリスはＮＬＳ、ＮＮＳへの財政的な

援助を明らかにした。１３日、ブランケットは学校におけるいじめ防止戦略に着手し、被害者は黙っ

て苦しんでいてはだめだと述べる。またブランケットはストロー内務大臣とともに、若者向けの市

民生活のガイドブックである『若い市民のためのパスポート』の改訂版を発表した。ウィックスは

第６年級への資金提供についての専門的諮問文書の内容を明らかにした。１４日、ブラックストーン

はＡＬエの７人の委員の任命を発表した。ブランケットとモーラン内閣府長官は学校における不必

要な書類作成と事務的な雑用の削減について相当な成果があったと発表した。ブラックストーンは
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ＯＦＳＴＥＤの１６～１９歳の教育と訓練をめぐる視察報告書を歓迎した。１８日、モリスはヒリンド

ンに開設されるシティ・アカデミーが生徒と家族に高度な技術を学習する可能性を切り開くだろう

と述べた。Ｄ医Eは7,400人も多くの教師たちがイングランドとウエールズの学校で職を得ている

と発表した。２０日、モリスは25人以下の学級で学ぶ幼児が増加したと発表した。２１日、マイクル・

バーバーが水準・有効性ユニットの局長に任命された。

2001年

く１月＞

３日、スミスは学校における無断欠席と規律を欠いた状態と取り組むための補助金の増額を発表

した。５日、試験の結果が劣悪な学校の水準引き上げを援助する補助金が発表された。９日、スミ

スは学校理事の仕事を援助するための全国的な助言のラインを発足させた。１０日、ウィルズは学校

のためにエＣＴ教育振興の資金を発表した。１１日、スミスは中等学校の成績一覧表の記録の仕方を

改めることを発表した。２３日、スミスは黒人とインド亜大陸系の生徒たちのＧＣＳＥの成績が大幅

に向上したことを歓迎した。２４日、モリスは学校におけるメンターの増加を歓迎する発言をした。

ブランケットは教育の主流に職業教育をもち込むための支援を産業界に対して勧める発言をした。

２６日、モリスは都市における成績不振の改善にむけて１４か所の新しい小規模なＬＥＡを発表した。

３１日、ＯＦＳＴＥＤの報告書『学校改善へのＬＥＡの支援』が発表され、ＬＥＡの業績にはばらつ

きがあると指摘した。地方政府連合ＬＧＡはこの報告書がＬＥＡが政府の施策を実施する際に直面

している困難を強調しているとして歓迎の意を表明した。

＜２月＞

１日、ブランケットは「卓越性への挑戦」の範囲を広げると発表した。６日、ＯＦＳＴＥＤは、

イングランドの学校における教授とリーダーシップの質は改善されており、生徒の水準も上昇して

いるが、学校間の格差をせばめるためにもつと多くの努力が必要であるとの年次報告書『1999／

2000年度版教育における水準と品質』を発表した。９日、モリスは全国校長連合ＮＡＨＴの全

国大会で水準の上昇への校長たちの取組を賞賛した。ブランケットは教育とビジネスの連結を強化

する財政的な措置をとると発表した。１２日、教育緑書『学校：成功の増設』が発表された。１３日、

ＯＦＳＴＥＤは新しい視察の対照となる最初の５校の継続教育カレッジを発表した。２２日、十代の

母親たちにチヤイルドマインダーたちが援助を行うことが取り決められた。２８日、教育雇用省によ

り無断欠席への取組で、先駆的な成果を挙げている学校の経験が紹介された。

く３月＞

１日、ブレアとブランケットは成人の間に見られる貧弱な読み方と数学のスキルの改善のために

３年間にわたって少なくとも１５億ポンドを支出すると公約した。５日、ＯＦＳＴＥＤはＥＡＺの有

効性と学校への影響力はこれまでのところまちまちであるという報告書を発表したが、モリスは教
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育におけるｒ水準の向上している」ＥＡＺがあることを歓迎する発言を行った。７日、

ＯＦＳＴＥＤとＡＬＩは１６歳以後を対象とする教育・訓練機関の視察のための共通枠組みを公表し

た。３０日、小規模学校の維持のための年額８千万ポンドの基金が３年間にわたり継続されると発表

された。ブランケットはＡレベルの数学を履修しない生徒を対象とする新しいＡＳレベルのコース

＜数学の利用＞の新設を発表した。

＜４月＞

デヴィッド・ノーミントンがマイクル・ビチャードの後任として教育雇用省の事務次官に就任し

た。２日、ブレアは５月３日に行われるはずだった地方選挙が口蹄疫のため６月７日に延期される

と発表した。ブランケットは1997年以来700校以上の失敗校の教育が改善されたと発表した。モ

リスは300校以上の初等学校が2001年の学校達成表彰を受けることになると発表した。４日、ブ

ラックストーンは大学卒業者に対する求人は順調であると発表した。３日、ＯＦＳＴＥＤは保育の

水準についての報告書を発表する。スミスはこの報告書を歓迎した。６日、ブランケットは初等学

校の30人以上の学級は減少しているという数字を歓迎した。１１日、ブラックストーンは大学への

応募者の増加を歓迎した。１４日、ブランケットは生徒の教育をめぐる紛争で教師からの事情聴取当

の手続きを早め、職場にできるだけ早く復帰できるよう配慮すると全国教員組合ＮＵＴの大会で言

明した。１４日、ブランケットは学習メンター、地方親支援と厳しい目標の設定がく都市における卓

越性＞の中でエスニック・マイノリティーの成績を引き上げるのに不可欠だと述べて、そのための

資金を発表した。１８日、ジヨウェル、ウイルズらが女子生徒のＩＣＴ学習を推進するために

ＤｆＥＥと通産省ＤＴエが合同で学校に女子だけのコンピューター・クラブを設置することを後押

しすると発表した。ウイックスは訓練への記録的な出費を歓迎した。２０日、教師の数が過去１６年

間で最大であることが発表された。２３日、モリスは校長になるための訓練を受けている教師の数が

増加したことを発表した。３０日、ホッジは求職者手当てを受けている人々と近隣保育所を利用して

いる親たちのリテラシーとニュメラシーを確認し改善するために役立つ新しいアプローチの詳細を

明らかにした。

く５月＞

１日、ブランケットは労働党系のシンクタンクであるエＰＰＲでの演説において労働党が政権を

担当した４年間のうちに教育改革に前進し、中等教育の現代化への準備をなし遂げたと語る。この

日、チャイルドマインディングについての調査報告書が公表され、全国チャイルドマインディング

連合はチャイルドマインディングの重要性にもかかわらず、政府の取り組みには不十分な点があっ

て改善を要するとの見解を明らかにした。３日、モリスはペッカム・シティ・アカデミーの計画を

歓迎した。ブラウン蔵相、ブランケット他の政府首脳はボランティア活動を奨励し、コミュニ

ティーを支援するための政府省庁横断の取組のための１億３千万ポンドの予算が積極的な市民性を
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育てるのに役立つだろうと発表した。ＯＦＳＴＥＤは視察にまつわる雑用を減らすための計画を発

表した。４日、ブランケットは1999/2000年度に学校から排除された児童生徒の数が約２千人減

少したことを歓迎した。ＯＦＳＴＥＤは中等カリキュラムに関する視察と自己評価についての新し

いガイダンスを発表した。７日、イングランド児童権利同盟は若者たちの意見が来たるべき選挙で

反映されるようにと要求を行った。８日、女王が下院を解散するという布告に署名した。ウィルズ

はオンライン学習設備であるラーンダイレクトが世界中の32のプロバイダーと比較して遜色がない

という調査結果を歓迎した。ブラックストーンは地方学習のための４千万ポンドの後押しを発表し

た。またブランケットはユース・サーヴィスへの２千万ポンドの後押しを発表した。スミスは政府

の学校、カレッジ及びビジネスにおける外国語学習を振興する新たな段階を発表した。

ＯＦＳＴＥＤは政府のＩＣＴイニシアチブの十分な影響力が発揮されるのにはまだ時間がかかると

いう中間報告書を発表した。９日、ブラウン蔵相は「今後１０年間における英国のための十大目標」

の一つとして「教育における卓越性」を確認し、教育出費の増加を公約した。１１日、新しい刑事裁

判・警察法により、未成年に対するアルコール販売の防止、子どもの夜間外出禁止の年齢引き上げ、

常習性の非行青年をめぐる規定の強化などが盛り込まれた。ＮＵＴは下院の教育特別委員会の

ＯＦＳＴＥＤに関する報告書が、ＯＦＳＴＥＤの視察によって生じる教師のストレスに留意してい

ることを歓迎した。１４日、下院が解散された。１６日、ＮＵＴは労働党の教育を優先する選挙綱領

を歓迎しながらも、総合制中等教育の原則は維持されるべきだと主張した。２１日、イングランド児

童権利同盟は他の団体とともに投票年齢を１６歳に引き下げよという要求を行った。２３日、労働党

は教育選挙綱領を発表し、１０の公約を明らかにした。

く６月＞

７日行われた総選挙で「学校と病院」の改革を主張する労働党が「家族の再生」を訴えた保守党

に大勝する。８日、ブレア首相は教育雇用省と社会保険省を再編して、新たに教育技能省ＤｆＥＳ

と勤労・家庭・年金省とすることを発表、教育技能大臣にはこれまで学校水準担当閣外相だったエ

ステル・モリスが昇格、学校水準担当閣外相にはステファン・ティムズ、生涯学習・高等教育担当

閣外相にはマーガレット・ホッジ、幼児教育・学校水準担当政務次官にパロネス・アシユトン、成

人技能担当政務次官にジョン・ヒーリー、青年・学習担当政務次官にイヴァン・ルイスが就任した。

１２日、モリスは資格・カリキュラム機構ＱＣＡのデヴイッド・ハーグリーヴズにＡＳレベル試験の

レビューに取り組むよう要請した。また教職にある人々に向かい、中等教育の水準の抜本的な改善

にむけて政府と協力するよう要謂した。首相官邸も中等教育の水準の弾き上げが重要な課題である

と強調した。１４日、モリスは選択通りの学校に子どもを通わせることのできる親たちが増えている

と発表した。２０日、国会で女王演説が行われ、中等教育の多様性とより高い水準を目指す教育法案

の提案が予告された。また成功校の自治を拡大し、失敗校への働きかけを多様化することが言明さ

れた。２１日、モリスはビーコンおよびスペシャリスト・スクールがその多様性を通じて卓越性の実

現に貢献するだろうと述べた。また教育と生涯学習が公務員の仕事を抜本的に改善する鍵であると

1０４
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述べた。ホッジは政府の高等教育拡大の方針を確認し、もっと多くの学生たちが大学に入学できる

よう夏季学校を開設することを明らかにした。２５日、ＯＦＳＴＥＤは学校理事のためのガイダンス

『学校の管理一改善』を発表した。２６日、モリスは１６歳で教育・訓練から離れる文化を終わらせ

なければならないと強調した。２７日、テイムズは教育の私営化に反対する意見が広がりはじめてい

るのを指摘、水準の引き上げのためにはＬＥＡと任意制あるいは私的部門との協力が必要であると

力説した。２８日、ＯＦＳＴＥＤは１４～１６歳の生徒たちに対し勤労経験を提供するプログラムに関

する報告書を発表、その積極的な意義を認めた。２９日、ＯＦＳＴＥＤは教員養成の質に関する４つ

の報告書を発表した。

＜７月＞

２日、モリス教育技能大臣は１４歳の生徒の成績をめぐる最初の全国目標を発表した。３日、フエ

ビアン協会が社会的な排除とＩＣＴへのアクセスに関する報告書を発表、貧困地域におけるＩＣＴ

へのアクセスの重要性を強調した。３４件の新しい独立／公的学校間パートナーシップが発足した。

特にスポーツの振興を目指すものである。６日、ＯＦＳＴＥＤは教育改善活動区域についての年次

報告書を発表した。区域内の教育水準の上昇が他の地域よりも著しいことについてティムズは歓迎

する談話を発表した。９日、モリスは学校における破壊的な行為に対処するため、学校からの排除

に関する法律の修正と子育てについての諸規則の拡張を発表した。アシュトンは学校の運動場の安

全保護を一層強化すると発表した。１０日、ＱＣＡの代表者であるハーグリーヴズはカリキュラム

2000のレビューにむけてまず取り組むべき事がらを発表した。ＯＦＳＴＥＤと新設の成人学習視

学団が合同で行った３つの継続教育カレッジ視察の報告書が発表され、ばらつきのある結果が報告

された。１６日、ブレアは教育改革に関する演説を行った。３１日、教室における支援スタッフの増

加によって教師たちはこれまで以上に教えることに専念できるようになったと発表された。

［以上教育技能省プレス・ノーティスwww・dfes・gov・uk/pns、教育水準局ニュース・レリース

ｗｗｗ､Ofsted・gov､uk/about/press等より作成。紙面の都合でイングランドに限定。］
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